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OUR MISSION STATEMENT 
「人を知る最善の方法は、苦しい仕事を一緒にすることと、ジョークを言ってみること」と
言います。 これを「英語で発信」というのが本紙の使命で、受動から能動への一歩です。
「英語のジョークを楽しむ会」が活動領域をさらに広げようという試みです。                                         
地球の一体化が益々進む時代、「英語でジョークを」は、新しい意義を加えるでしょう。        

英語のジョークを楽しむ会(Joke-Loving Club=JLC) 代表・宮本倫好 

●本紙は、原則として、毎週月曜日に配信します。 

●執筆者は右の五名の本会会員です。相原悦夫、岡田茂富、田村公雄、土屋政雄、豊田一男 

□■本日のお届け品: クイズ  

 

 

 

 

 

【和訳】 

我々のアパートの壁が非常に薄いので、ある日私が妻に簡単なクイズを出したら、四つの答え

が返ってきました。  

【笑いのツボ】 

左右上下からの答えでしょうか？ クイズというものは解ると反射的に大きな声で答えてしま

いますよね！  

●担当は、田村公雄でした。 

    The walls of our flat are so thin that one day I gave my wife a 

simple quiz and got four different answers. 


